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Fusion 360 CAM 活⽤ノウハウ
ファナック ロボドリル、三菱マシニングセンタ 編

⼾井⽥ 海世｜Kaise TOIDA
ものつくり⼤学 総合機械学科



Lorem Ipsum Dolor Sit⼾井⽥海世｜Kaise TOIDA

MSEP（ものつくり⼤学スターリングエンジンプロジェクト）
所属



スターリングエンジン





ご紹介内容

n ファナック ロボドリル 切削加⼯ノウハウ

n 三菱マシニングセンタ 切削加⼯ノウハウ

n Fusion 360 CAM 推し機能3選

n Fusion 360 CAM 気を付けるべきポイント

n CAM/CNC 連携マニュアル ご紹介



ファナック ロボドリル
切削加⼯ノウハウ



Lorem Ipsum Dolor Sitマシン紹介

FANUC ROBODORILL α-T14iCs

・BT30
・ATC14
・3軸
・X300*Y300*Z330
・最⾼回転8000rpm

⼯具の取り付けがしやすい︕



Lorem Ipsum Dolor Sitマシンフレームを製作

ポケットの底⾯の厚さは約0.4ｍｍ



Lorem Ipsum Dolor Sit加⼯後に曲げる

ケガキ線はデザインのスケッチ線を参照にして
投影機能でなぞり書きをおこなった

⾯取りカッターでケガキ線を描き、
けがき線を⽬安に折り曲げタイヤを組付けている。



三菱マシニングセンタ
切削加⼯ノウハウ



Lorem Ipsum Dolor Sit三菱マシニングセンタ M-V4C

・BT40
・ATC18
・X560*Y410*Z460
・3軸
・最⾼回転8000rpm



Lorem Ipsum Dolor Sit三菱マシニングセンタ M-V4C

⼤きいワーク、重切削がメイン

ワークの⼤きさ 300*300*10

取り付けられる⼯具数が多いのも魅⼒
完成図>



NCデータをポスト処理後に⼀部編集も可能
マシンの都合上 Txx M06 並びが読めないが…M06 Txx なら読める。
Fusion 360 でポスト処理したのちのNCデータを直接編集できます。
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Fusion 360 CAM 推し機能3選



コマンド機能説明
⾃分が作成したい、加⼯パスがイメージしやすい





⼯具の共有
メーカーごとに名前を付けると簡単に整理できる

MSEPメンバー

メンバー

メンバー

メンバー

MSEPメンバー



Fusion 360 CAM で気を付けるポイント
ポスト処理について



Lorem Ipsum Dolor Sitポスト処理

ファナックなら FANUC/fanuc
三菱なら MITUBISHI/mitubishi…など

状況に応じてGコードの出⼒を変更可能。基本的な設定変更は
写真右下のプロパティという欄で⾏います。



ポスト処理がリセット…



CAM/CNC 連携マニュアル ご紹介





Lorem Ipsum Dolor Sitまとめ

⾃分の製作した CAD/CAM データ/⼯具データなどを、
共有している仲間が全員がそのまま使える為、データの受け渡
しなどが、間違いなくスムーズに⾏える。

CAD/CAM が⼀つのソフトで完結しているので、製作に⼊るま
での時間が短く、プロジェクト活動の⼀助になっています。
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